



















































































































































































































































表１　抽出事例一覧 ( 海外 )






























































































































































表５　構成要素の機能における分類 ( 直接的 )　
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の３つに分類した。さらに、「物販」は「物販」「物販 ( 食料品 )」に、「飲食」は「飲食」「飲





















63 19 13 4 3
31 0 11 7 6
81 0 56 62 9
71 12 4 0 0
19 6 12 4 0
4 0 0 0 0
5 0 0 1 2
47 7 4 27 3
15 0 0 12 0
71 16 5 4 10







品ラック」「樹木」が多い傾向が見られた。「物販 ( 食料品 )」では、「ベンチ」との


























































































ベンチ 椅子+テーブル簡易店舗 商品ラック 看板
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１.ハウプト通り (ハイデルベルク・ドイツ ) ６.ブレー通り (デルフト・オランダ )
４.カイス・ダ・リベイラ通り(ポルト・ポルトガル) ５.ヴェスター・ヴォル通り(コペンハーゲン・デンマーク)
２.ヴェステルラーン通り(ストックホルム・スウェーデン) ３.ニューウスタ通り (コペンハーゲン・デンマーク )
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『都市計画』2014年 12月号 ,公共社団法人 日本都市計画学会 .
物販 92.6%
オフィス他 7.4%
SITE
1/5000
図１１　計画範囲の街路に面する建物
　　　　のプログラムの割合
表１４　計画範囲の構成要素別の数量
図１３　部分平面図 S=1/200
図１２　部分平面図 S=1/200
簡易店舗
イス＋テーブル
商品ラック
看板
オブジェ
階段
壁面後退
オーニング・庇
樹木
ベンチ
構成要素 数量
0
2
0
42
26
0
0
15
12
17
図１４　北立面図
図１０　配置図
　この街路に対する提案として、歩行者中心の街路空間としての充
実を図り、現状2車線＋路上駐車場の車道空間を１車線へと減らすこ
とで、歩道空間を拡幅する。基本的に、街路に面するプログラムは
従前のままとする。街路に面するプログラムとしては物販が９割を
占めるので(図１０)、主な構成要素として「椅子＋テーブル」「商
品ラック」「樹木」を物販と組み合わせる手法を適用した。計画範
囲の建築的構成要素としては、壁面後退とオーニング・庇が多く、
「椅子＋テーブル」や「商品ラック」といった家具的構成要素を用
いる。家具的構成要素では、看板が多く、「ベンチ」との組み合わ
せを適用した。現状ある樹木についても可能な限り活かし、「ベン
チ」や「椅子＋テーブル」との組み合わせを適用した。
第６章　総括と展望
　街路空間の空間構成要素と街路に面する建物のプログラムとの関
係性を築きつつ、歩行者中心の街路空間を新たに提案することで、
都心部でのより良い歩行者中心の街路空間の可能性を提示した。
